


4結論
以上のとおり、被告人には刑事訴訟法89条4号に該当する事由があり、かつ、

下すべきである。
裁量保釈も認めるべきではないから、本件保釈請求は不相当であり、速やかに却

以上
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弁護士には、令和2年10月16日に、その日には、精密検査などはできない
とは伝えた。しかし、それは、その日の勾留執行停止が、その日の午後4時まで
であったことから、そのような短時間では精密検査などはできないということを
伝えたものであり、事前に当医院の医療安全管理室等において、必要な検査等、

とはできる。

電話聴取書
令和2年10月20日

東京地方検察庁検察官検事

1電話聴取日時 令和2年10月20日午後1時25分

2 電話の相手方 医院 消化器内科

3聴取内容

必要な期間等を調整等すれば、勾留執行停止状態の患者であっても受け入れるこ

以上



ら以下のとおり聴取しましたので、ここにご報告いたします。

し、私の引受を断る旨の連絡があったと言っていました。

資料 10

令和2年特（わ）第858号令和2年3月31日公訴提起

令和2年特（わ） 第1327号令和2年6月15日公訴提起

被告人相嶋静夫

受診に関する報告書

令和2年10月21日

東京地方裁判所刑事部 御中

弁護人 河村

令和2年10月21日、職は、東京拘置所にて被告人と接見した際、被告人か

記
令和2年10月21日（水）午前9時頃，東京拘置所医務課所属の医師の診察を

受けました。その際、同医師は、 二医院から東京拘置所に対

以上



住所 神奈川県

ます。

令和2年10月26日午後5時頃から 30分程度

診察・検査を行わないと断定はできませんが、進行胃癌であり、貧血症状が出て

いる場合、初診後そのまま入院となる可能性があります。

入院となった場合は2週間程度は必要になると考えられます。この間に出血源の

治療し、全身状態を回復させた後、必要があれば更に検査を実施します。その後、
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聴取報告書

令和2年10月26日

東京地方裁判所刑事部 御中

氏名相嶋

私は、下記被聴取者から、以下のとおり聴取しましたので、ここにご報告いたし

1聴取状況
聴取日時

被聴取者 病院消化器内科 医師

（連絡先：

聴取場所 病院外来診察室

2 聴取内容の要旨



検査結果に応じて内視鏡による腫瘍切除もしくは外科手術を検討します。

しかし、転移がある場合は、放射線治療や化学療法（抗がん剤）となります。この

ような場合はさらに入院期間が延長します。なお、入院中は新型コロナウイルス感

染症による院内感染防止のため、原則として面会が制限されます。

院を受診するのであれば、私が担当医グループの1員となる予定です。
最短で11月6日（金）に来て頂ければ、診察・検査を行うことができます。その

場合、11月4日（水）までに予約を確定させてください。

11月6日（金）に来院された場合、当日行う検査等や所要時間は、以下のスケ

ジュールのとおりです。

【スケジュール】

9:00

10:00
11:00

13:00

14:00～ レントゲン、CT検査、心電図検査

ただし、このスケジュールは、あくまで予定、目安です。状況によっては大きく

前後する可能性もあります。

受付
診察、採血

上部消化管内視鏡検査検査時間30分程度 麻酔からの覚醒に1時

間程度を見込む

診察、診断結果の説明診断結果に基づき下記検査を実施

以上



2020/10/27

Google

東京拘置所から 病院-Googleマップ

東京拘置所
〒124-8565 東京都葛飾区小1丁目35-1

9分（2.8km）

350m

500m

https://www.google.co.jp/maps/dir/東京拘置所、 1/3

東京拘置所から 病院 車1Km、
資 料12

分

小菅から 2丁目の首都高速中央環状線/C2に入る

1 1. 東に進む

♪ 2右折して伊藤谷橋に向かう



2/3



https://www.google.co.jp/maps/dir/東京拘置所、 3/3



には必ず東京拘置所に出頭することを固く約束します。
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誓 約 書

令和2年10月26日

東京地方裁判所 御中

私は、現在、外国為替及び外国貿易法違反、関税法違反事件により勾留中ですが、

勾留の執行停止がなされた場合は、付添人の監督に従い、執行停止期間中に事件の

関係者と接触せず、裁判所の定めた条件を遵守すること、執行停止期間の終期まで

住所 静岡県

氏名 粗嶋静



いて、東京拘置所に勾留されておりますが、勾留の執行停止がありました場合、

期間その他裁判所の指示に従わせることを誓約いたします。

静岡県

資料 14

身元引受書

令和2年10月26日

東京地方裁判所刑事部 御中

被告人 相 嶋 夫

上記被告人は、外国為替及び外国貿易法違反、及び関税法違反被告事件につ

私が被告人に付き添い、罪証際滅、逃亡など決してさせないこと、執行停止の

（住所）

（氏名）...相島
（被告人との関係）-！



ら以下のとおり聴取しましたので、ここにご報告いたします。

ません。そのせいか、ここ2週間ほど下痢が止まらず、ほとんど水のような大便が

体重も、今年の3月に逮捕されたときは74kgでしたが、現在は60kg程度にな
っていまいました。

少し動いたり、上を向いただけで目眩がしますので、拘置所内での移動はすべて

車椅子で行っています。

-・

資： 料• 15

令和2年特（わ）第858号令和2年3月31日公訴提起

令和2年特（わ）第1327号令和2年6月15日公訴提起
被告人相䳄．夫

接見報告書

令和2年10月26日

東京地方裁判所刑事部＠中

弁護人 河村

令和2年10月26日、当職は、東京拘置所にて被告人と接見した際、被告人か

記
令和2年10月1日（木）以降、液体状の栄養剤（ラコール）しか摂取できてい

出ます。何度か大便を漏らしてしまいました。腹痛も常時おさまりません。

以上



入院患者さんへの面会について

院では新型コロナウイルス感染拡大防止のため、入院患者さんへの面会を制限しています。

●個室を利用されている患者さんについては、面会による感染拡大のリスクが低いことを考慮し

7月6日（月）から以下の条件で面会を可能とします。
・体温が37.5°C未満で咳などの症状がないこと

・新型コロナウイルス感染症患者との接触の疑いがないこと
・14日以内の海外渡航歴がないこと

114
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生年月日 昭和 23 年
71才）

上記の通り診断します。

10

医療機関の所在地

医療機関の名称

07783595

診 断書
·住 所

氏 名相嶋 静夫

傷病
名#進行胃癌＃多発肝転移

#出血性貧血

（

生

付 記
上記疾患のため、1ヶ月間入院での全身化学療法を要す。

その後も、治療経過評価のために最低6ヶ月間の当院での通院

ず羅出血のコントロールが不良であれば手術療法も検計
され、その場合は上記加療の限りではない。

令和2年 11 月 日

医師氏名
消化器科



昭和23年

1月5日午後2時から同月20日午後3時まで勾留の執行を停止する。
釈放後は、次の指定条件を忠実に守らなければならない。これに違反したときは

本決定を取り消されることがある。

（2）

2逃げ隠れしたり、証拠隠滅と思われるような行為をしてはならない。
3召喚を受けたときは、必ず定められた日時に出頭しなければならない（出頭で

きない正当な理由があるときは、前もって、その理由を明らかにして、届け出な
ければならない。）。

てはならない。

ればならない。

①令和2年特（第858号令和2年3月31日公訴提起同月1.3日留
②令和2年特わ第1327号令和2年6月15日公訴提起同年5月28日勾留

（刑事第13部係属）

勾留執行停止決定
被告人相嶋静夫

被告人に対する①②外国為替及び外国貿易法違反被告事件について、令和2年1

0月27日、主任弁護人小林貴，弁護人高田剛」：同一志、同河村尚及び同瀬川
慶から勾留執行停止の申立てがあったので、検察官の意見を聴いた上、令和2年1

指定条件
1被告人は、次の（11又は（2）のいずれかの場所に在所しなければならない。

（1） 被告人方

病院

4被告人は，本件事件関係者に対し、面接、通、電話等による一切の接触をし



昭和23年

1月5日午後2時から同月20日午後3時まで勾留の執行を停止する。

釈放後は、次の指定条件を忠実に守らなければならない。これに違反したときは
本決定を取り消されることがある。

（1）

（2）

2逃げ隠れしたり、証拠隠滅と思われるような行為をしてはならない。
3召喚を受けたときは、必ず定められた日時に出頭しなければならない（出頭で
きない正当な理由があるときは、前もって、その理由を明らかにして、届け出な

ければならない。）。

てはならない。

ればならない。

添付費料2
①令和2年特わ第858号令和2年3月31日公訴提起同月13日勾留
②令和2年特第13:27号令和2年6月15月公訴提起同年5月28日勾留

・+ （刑事第13部係属）

勾留執行停止決定
被告人相嶋靜夫

被告人に対する①②外国為替及び外国貿易法違反被告事件について、令和2年1
0月27日、主任弁護人小林貴、弁護人高田剛、同鄭一志、同村尚及び同瀬川
慶から勾留執行停止の申立てがあったので、検察官の意見を聴いた上、和2年1

指定条件
1 被告人は、次の（1又は（2）のいずれかの場所に在所しなければならない。

被告人方

病院

4被告人は、本件事件関係者に対し、面接、通信，電話等による一切の接触をし



生年月日 昭和 23年

上記の通り診断します。

11 月 10日

医療機関の所在地

医療機関の名称

07783595.

診断書
住 所

氏

傷病

名相嶋 静夫

名#進行胃癌
‡多発肝転移
#出血性貧血

（ 71才
生

付 記

加療がましい。その間、出血による急変や化学療法の副作用が懸念されるため、通時間以外は自宅での安静を要

ず通出血のコントロールが不良であれば手術療法も検討
され、その場合は上記加療の限りではない。

令和2年

医師氏名
消化器科


